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介護保険サービス

を利用するには申

請が必要です

包括支援ｾﾝﾀｰま

たは市町村の窓口

に相談

審査結果と主治医

意見 書をもと に 、

介護認定審査会

が要 介 護 度 の 判

定を行います

審査員が自宅

や 施 設 を 訪 問

し、状態を確認

市 が主 治 医 に

意見書 を依頼

します

介 護 サ ー ビ ス の

利用に必要な介

護 サ ービ ス 計 画

書を作成します

判定結果のもとに

市で要介護認定

を行い、申請者に

通知されます

・要介護 1～5
・要支援 1・2
・非該当

の区分に分かれます

介 護 サ ー ビ ス 計

画に基づき、様々

なサービスが

利用できます

要介護認定

の申請

サービス

の利用開始

介護サービス

計画書の作成
認  定審査判定

認定調査・

主治医意見書

「自分の健康も不安やし、力も弱ってきたしなぁ」

「介護をいつまで続けなけやないかんのやろ～」と

先行きを考えたときに不安を感じる

「仕事もしやないかんし、介護もしやないかんし」

「両立するんは無理かわからんわ」

という時特に不安を感じる傾向が見られます

他のタイプよりも、ストレスの解消策を見つけられ

ない傾向が見られます

老老介護：女性が介護している場合 老親介護：女性が介護している場合

「自分の時間が取れやんでおかしなってくるわ～」

「介護に疲れて八つ当たりしたったな～」と心理上

の不都合が生じたとき他のタイプよりも、介護にスト

レスを抱きやすい傾向が見られます

地域包括支援センターは、介護や健康、医療など様々な面から、地

域で暮らす高齢者を支えるための拠点です。

みなさんが住み慣れた地域で暮らせるよう、関係機関・専門家と力

を合わせて支援します。是非お気軽にご相談ください。

在宅の要介護者が増えていく中、ご自宅で介護をなさっている方

（家族介護者）も今後ますます増えていくことと予想されます。

そこで！家族介護者タイプごとの一般的な傾向についてご紹介し

ます。

老老介護：男性が介護している場合 老親介護：男性が介護している場合

伊勢市楠部町若ノ山 2605-13（山咲苑内）

☎ 20-5500 ／ 📠 23-0101

「自分の体も心配やし、体力も衰えてくるで介護

できるんか心配やわ」

「お父さんも最近よわってきたしな～」

と不安を感じる



五十鈴地域包括支援センターで、生活支援ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰをしている河原です。

この度は、四郷地区まちづくり協議会さんと連携して、11 月 20 日（土）に「認

知症サポーター養成講座」を開催しました。

今回はまち協代議員の皆さんの中から、14 名の参加がありました。

講座の前半は、「認知症を正しく知る」というテーマで、当センターの保健師 戸

上が説明をさせて頂きました。途中で少しリラックスしてもらおうと、私が担当

の「Let’s 脳トレ体操」を行いました。椅子に座ったままで出来る簡単なストレ

ッチや、両手を使って行うじゃんけん等の脳トレ体操です。後半では「認知症の

人との接し方」として、日常生活での体験談や相談等を対話形式で行い、最後に

「認知症サポーター養成講座」の修了証をお渡して、終了となりました。

「認知症サポーター」とは決して難し

いものではなく、地域で認知症の方や家

族に温かい声をかけたり、商店や交通機

関、銀行など町で働く人として簡単な手

助けをするなど、自分にできる範囲でそ

れぞれ活動することで、認知症になって

も安心して暮らせる町づくりを手伝って

いただくものです。

今回参加できなかった方や今後出前カ

フェ等を行っていく中で「私の地域でも開催してほしい！」という方は当センタ

ーへぜひご連絡ください。( 
፥፦፧፨፩ 20-5500)

―――――――――――――――――――――――――――――――――――

コロナ渦で長い間活動自体が出来なかった「ふれあい出前カフ

ェ事業」ですが、ようやく昨年 11 月 29 日に中村町自治会さんで

、めでたく第 1 回目を開催することが出来ました。

このふれあい出前カフェ事業は、特に高齢者の皆さん同士の社

会的な「つながり」を維持し、これまで以上に地域住民の関係性

を発展させるために行うものです。

まず住民の皆さんが気楽に集まれる場所をお借りして、そこでちょっとために

なるミニ講座を聴いてもらったり、セルフカフェでコーヒーやお茶を飲みながら

三々五々お喋りをしたりして楽しんで頂きます。さらにうまいヘタは別にして、

久しぶりに将棋や囲碁をするも良し、またオセロや五目並べなど

も気軽に楽しむことができます。参加者の皆さんがリラックスし

て、ほっこりと過ごせるひとときを提供します。各自治会さん別

に順次開催をさせて頂く予定ですので、その節は是非ご参加下さ

い。どうかよろしくお願い申し上げます。


